
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 政府は、２０２２年１２月に閣議決定された「国家安全保

障戦略」にもとづき、平素から自衛隊や海上保安庁が円滑に

利用できる「特定利用空港・港湾」の整備を進めてきていま

す。２０２６年４月現在、「特定利用空港・港湾」は、全国で

２４空港・３３港湾の計５７施設にまで拡大しています。 

庄本けんじ 
日本共産党市会議員 

活動ニュース 

２０２６年 ７月 ５日 

議員控え室 0798-35-3368 携帯 090-6665-9401 

同意しないことを求める決議案 
特定利用空港・港湾 

 国は、民間の空港や港湾を平時から軍事利用ができるよう「特定

利用空港・港湾」の指定をすすめています。大阪（伊丹）空港や神

戸港、姫路港などを追加指定しようとしています。このような民間

施設を軍事に利用する動きを黙って見過ごすわけにはいきません。

日本共産党西宮市会議員団は、６月議会において、「大阪国際空

港、姫路港および神戸空港の「特定利用空港・港湾」指定に同意、

容認しないよう求める決議（案）」を提出しました。 

 しかし、決議案は、啓誠会、公明党、維新、会派「ぜんしん」の

反対で、否決されました。 

 日本共産党は、多くの人と力を合わせ、軍事優先の暴走を食い止

め、くらし優先の政治をつくるために頑張ります。 

特定利用空港・港湾とは 
 「特定利用空港・港湾」とは、民間の空港や港湾を、政府が「特定利用空港・港湾」として指定し、

有事の時だけでなく、平時から自衛隊や海上保安庁がいつでも自由に利用できるようにすることを目的

にして、施設と周辺を整備する事業です。民間施設を軍事利用しようとすれば、現状のままでは使用で

きません。戦車や戦闘機が自由に通行でき、空港や港湾の施設を頑丈にしなければなりません。そのた

めのインフラ整備を合わせて行います。 

 この作業を進めるためには、自治体との合意が必要になります。そこで、政府は３月３０日、兵庫県

にたいして、県が管理する姫路港、県内に立地する大阪国際空港（伊丹空港）および神戸空港を、「特定

利用空港・港湾」の対象候補として検討していることを知らせてきました。 

日本共産党西宮市会議員団が提案 

啓誠、維新、公明、「ぜんしん」の反対で否決 



大阪国際空港、姫路港および神戸空港の「特定利用空
港・港湾」指定に同意、容認しないよう求める決議（案） 

日本共産党西宮市会議員団 

 ２０２６年３月３０日、国（内閣官房、国土交通省、海上保安庁、防衛省）は、県に対し県が管理する姫路港と、県内に立

地する大阪国際空港（伊丹空港）および神戸空港を、「特定利用空港・港湾」の対象候補として検討していることを説明し

た。 

 「特定利用空港・港湾」指定は、自衛隊などが有事（戦時）に円滑に利用することを前提に、平時から機能を整備するも

ので、戦闘機や輸送機の離着陸、必要な資機材・人員の空港・港湾への展開などの訓練が想定される。 

 「国家安全保障戦略」（２０２２年１２月閣議決定）には、「総合的な防衛体制の強化の一環として、自衛隊・海上保安庁

による国民保護への対応、平素の訓練、有事の際の展開等を目的とした円滑な利用・配備のため」「空港・港湾の平素

からの利活用に関するルール作り等を行う」と明記されている。政府は、「武力攻撃事態が起きた場合の対応とは別の枠

組み」と説明しているが、「有事」にも対応できるインフラ整備を「平時」に進めるものであることは明らかで、「特定利用空

港・港湾」の指定は、「有事」と「平時」の連動を促進するものに他ならない。 

 ジュネーブ条約では、「民間施設」への攻撃を禁止しているが、軍事利用されると保護対象から外され、攻撃の対象と

なる。ロシアによるウクライナ侵略では、アントノフ空港が戦場となり、周辺住宅地が甚大な被害を被った。アメリカ・イス

ラエルのイラン攻撃では、周辺諸国の多数の民間空港が被害を受けている。戦争に巻き込まれかねない民間空港・港湾

の軍事利用は断じて行うべきではない。 

 大阪国際空港の近傍に所在している陸上自衛隊伊丹駐屯地や千僧駐屯地では、すでに自衛隊と米軍との共同演習

が常態化しており、大阪国際空港が特定利用空港に指定された場合、軍事作戦に組み込まれることは想像に難くない。

また、そうなった場合には西宮市民にも重大な影響が及ぶ。 

よって、県民・市民の平和を守る立場に立ち、政府による大阪国際空港、姫路港および神戸空港の「特定利用空港・

港湾」指定に兵庫県および神戸市が同意しないこと、西宮市はこうした動きを容認しないことを強く求める。 

以上、平和非核都市宣言をしている西宮市の市議会として決議する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


